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その後、 2008年 11月 13日付けで外部評価に係る依頼状(巻末「資料2J) 

























































































































































































































































































































































































































































































































































職階 氏名 所属ユニット 専門分野
教授 O 岡田敬司 A 教育人間学
教授 小山静子 A 教育史学
教授 O 杉万俊夫 B 社会J心理学
人間・環境学研究科
教授 O 斎木潤 A 認知科学
教授 松村道一 C 認知神経科学
准教授 永田素彦 B 社会，心理学
助教 山本洋紀 A 視覚J心理学
助教 久代恵介 A 認知神経科学
教授 O 苧阪直行 A 知覚心理学
教授 。藤田和生 A 比較認知科学
文学研究科 教授 O 棲井芳雄 A 認知神経科学
准教授 板倉昭二 A 発達認知科学
准教授 産田宏 A 認知心理学
教授 O 辻本雅史 A 教育史学
教授 。鈴木晶子 D 教育哲学
教授 O 山田洋子 C 生涯発達心理学
教授 田中耕治 B 教育方法学
教授 。子安増生 D 発達J心理学
教授 O 楠見孝 B 認、知J心理学
教授 岩井八郎 B 教育社会学
教授 稲垣恭子 B 教育社会学
教授 川崎良孝 B 図書館情報学
教授 前平泰志 B 生涯教育学
教授 両見茂 B 教育行政学
教授 。杉本均 B 比較教育学
教授 矢野智司 C 教育人間学
教授 西平直 A 教育人間学
教授 藤原勝紀 C 臨床心理実践学
教授 桑原知子 C 心理臨床学
教授 伊藤良子 C 臨床心理実践学
教育学研究科
教授 皆藤章 C 臨床教育学
准教授 駒込武 B 教育史学
准教授 遠藤利彦 C 生涯発達J心理学
准教授 西岡加名恵 B 教育方法学
准教授 膏藤智 A 認知，心理学
准教授 渡漫洋子 B 生涯教育学
准教授 O 佐藤卓己 B メディア社会学
准教授 金子勉 B 教育行政学
准教授 O 斎藤直子 C 教育人間学
准教授 田中康裕 C 心理臨床学
准教授 O 角野善宏 C 臨床心理実践学
准教授 大山泰宏 D 臨床教育学
助教 中池竜一 B 認知科学
助教 川部哲也 C 社会J心理学
助教 安川由貴子 B 生涯教育学
助教 石井英真 B 教育方法学
助教 片畑真由美 C 臨床心理実践学
助教 竹中菜百 C 心理臨床学
助教 楠山研 B 比較教育学
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3. 自己点検・評価
教授 O 田中毎実 D 人間形成論
教授 大塚雄作 D 教育，心理学
高等教育研究開発センター 教授 O 松下佳代 D 教育方法学
准耕受 溝上慎一 D 青年J心理学
助教 酒井博之 D 音響心理学
教授 O 吉川左紀子 A 認知，心理学
教授 船橋新太郎 A 認知神経科学
教授 カール・ベッカー D 倫理学、宗教学
こころの未来研究センター 教授
。 河合俊雄 C 心理臨床学
助教 久保南海子 A 認知発達心理学
助教 番 f告志 A 認知神経科学
助教 内田由紀子 A 社会d心理学
助教 平石界 A 認知心理学
教授 松沢哲郎 A 比較認知科学
准教授 友永雅己 A 比較認知科学
霊長類研究所 准教授 佐藤弥 A 認知心理学
助教 田中正之 A 比較認知科学
助教 林美里 A 比較認知科学
COE助教 大塚結喜 A 認知心理学
グロー パノレCOE
COE研究員 小島隆次 B 認、知，心理学
COE研究員 贋瀬信之 A 実験，心理学
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教授 O 田中毎実 D 
教授 大塚雄作 D 
教授 O 松下佳代 D 
准教授 溝上慎一 D 
准教授 デビッド・ダルスキー D 
准教授 田口真奈 D 
特定准教授 酒井博之 D 
助教 河崎美保 D 
特定助教 石川裕之 D 
特定助教 及川恵 D 
教授 O 吉川左紀子 A 
教授 船橋新太郎 A 
教授 カー ル・ベッカー D 
教授 。 河合俊雄 C 
教授 鎌田東一 A 
助教 久保南海子 A 
助教 番浩志 A 
助教 内田由紀子 A 
助教 平石界 A 
教授 松沢哲郎 A 
准教授 友永雅己 A 
准教授 佐藤弥 A 
助教 林美里 A 
准教授 田中正之 A 
COE助教 大塚結喜 A 
COE助教 楠山研* B 
COE助教 ルー プレヒト・マッティク D 
COE研究員 小島隆次 B 
COE研究員 棲井里穂 D 
COE研究員 清水亜紀子 C 


































































































阪) 0 WMの容量ではなく、どれだけ長く情報を保持できるかという WMの耐久
性を測定する新テスト方法、ワーキングメモリピリオド (workingmemory period: 
WMP)の課題分析をおこなった。 WMP得点と WMスパン課題の得点には高い相

































































































平成 19年度、ユニット Bでは、企画課題と 2件の公募課題を推進した。













重要な国である。 GNHの実現を目指して、 2005年から 2008年にかけてブータン














世界幸福データベース (WorldDatabase of Happiness)、世界価値調査(1990年~
4回)における地域ノミロメー夕、 SpringerNetherlands発行の「幸福感に関する研
究 (Journalof Happiness Studies) Jなどについてレビューを行った。また 2008






































人近くが集う国際会議で、 IoE側 14人と京大側 11人の教員、研究員、大学院生が
英語による発表と活発な質疑応答が2日間に渡り行われた。これに先立つて、 2008
年2月に、 IoEのスタンディッシュ教授 (Prof.Paul Standish)による講演「危機
にある批判的思考 (CriticalThinking in Crisis) Jならびに「読むこと・書くこと・








2007年度は、ウィーン大学からヨーロッパ発達心理学会長Prof.Spiel， Dr. Spiel 
およびDr.Strohmeier， Dr. Grabnerの4人の心理学者を招鳴し、“KyotoべTienna
International Lectures: Life-Span Development and Life Long Learning"なら






































































を実施した。対象となったのは、 138大学・ 71短大、計209大学であり、 83大学・































興財団の協力も得て、国際シンポジウム IInternationalSymposium on Executive 













教授による 2つの講演会を京都大学で開催した。 2008年3月には、 IoEにおいて






































集人員 10件程度、申請額は 1件 50万円以内」として公募を行い、 23件の応募の中











































ップとしては、 2007年 12月に開催した flnternationalsymposium on executive 
function in the mindJの初日に flnternationalSeminar for Young Psychologists 

































程度、申請額は r1件 30万円以内または 50万円以内(国際学会発表を含む場合)J 
むしづ条件で募集した。その結果、 16件の応募があり、育成支援委員会で厳正
かっ公正に審査を行い、最終的に執行委員会において 14件の採択を決定した。ま















究費を給付した。平成 19年度は r5人程度、申請額は1件 80万円以内j として
公募し、応募者9人の中から 5人を採択した(その所属は、教育学研究科4人、




































































































































・rlnternationalsymposium on executive function in the mindJ (2007年 12月、
イギリス・ランカスター大学ほかの研究者を招鴨):ユニットA主催。・rHappinessand riskJ (2008年2月、 ドイツ・ベルリン自由大学ほかの研究者































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1.本拠点形 2.本拠点 3.本拠点 4.本拠点 5.本拠点 6.本拠点 7.本拠点
成事業推進 に所属する の活動は、 の活動は、 は、わが国 は、 「国際 の総合評価
者の研究業 大学院生あ 他の関連す 他の関連す の学術研究 的研究拠 をお願いし
績から判断 るいはポス る圏内の教 る星盆0)教 ならびに高 点Jの名に ます。
して、本拠点 ドク等の研 育研究機関 育研究機関 等教育の向 ふさわしい
の現在の学 究業績から やグ、ルー プ やグルー プロ 上にどの程 と思われま
術研究活動 判断して、 と比較し と比較し 度の貢献を すか。
評価項目 のレベルを 本拠点の現 て、どのレ て、どのレ すると思わ
どのように 在の教育活 ベノレにある ベルにある れますか。
判断されま 動・人材育 と判断され と判断され






安藤寿康 心理学 非常に高い 非常に高い 優れている 優れている 貢献をする いえばそう 優れている
であろう 思う
ある程度の どちらかと
安彦忠彦 教育学 高い 高い 優れている 優れている 貢献をする いえばそう 優れている
であろう 思う
非常に大き








































グふと L での待白を三笠か ~lを薪~v 帰還設定と次ヲでい00 - - - (与台第ノ・・-
反都大学の差lft没学絞めベダとその多様之土器議9dタ./ケ法議助事Fデ佐't~子的経jご
F2t6~次がらアプローチ宏封みとて'jó"IJ、ぞの初夢プエイス、、と LでJlたとさ、






度理議ベースjご、;h~ラ v)/:1!-宮家ベース 1::i!lJEす0!Ø妥f;ði';h ~ぅ ι'l{bftoo :h当
そらぐI!l念めには A. Jjfft季語産コニy ふがそク ~lと彪好d仮営責jごみo乙'l{b
fto ;ði\ ごftrb 街々のグずーチククェスデョン~ÆofJHlJ 、ぞの~'$!/を果た
すJ:クI;tl!f?倍 Lτ援活L でいぷのか凝/l/Jで';h~ラ o f/if!$!l分野の思議会均・方法
tifJ.殺さ言獲をア。ロジェクメ美Jdj!JjflJ ~遅C て実!Jf! でごrdラロとク右コアと I;t o シス
テA (::z.ニy ふの/f.).ずお溜緩ぎ子炉グ;仔佐fとす3、主だ3研5EffvベソルでJ草分野




























「局身次公!iilt· 溜緩It;ði及 ~ft でい3が、 とりわjアダメガLてい3のは
ノ《材蔵fitaでみ-3。待jご享与をεJI!i;t1を研穿指事併殺必 Lでの f研究甥嘉手コ





















































jご援鮮と~ft、 研タ吉の援護彰アPJJ でナズ之?2:"~遅 Clを晶子S身の次況でプム分jご美冨J
ft てv) -3。符/ご多様右才法i弱点、!l/J æの浮fljfjと理解と解決ζ~v)ク3つのかの統合










































20年度に開催の 7回の会議(平成 20年 8月 10日， 9月29日， 11月 10日， 12


























日時:2009年 1月24日(土) ~25 日(日)
場所:京都大学芝蘭会館
タイトル:日本の FDの未来-Building the core in faculty development-
話題提供:Mary T. Huber (カーネギー教育振興財団)、 Jennifer M. Robinson 
(インディアナ大学ブルーミントン校)、飯吉透 (MIT教育イノベー





-第3回グローバル COE主催国際シンポジウム rTheself， the other & 
language 1: Dialogue between philosophy and psychology J (ユニット C)
日時:2009年 2月28日(土) ~3 月 1 日(日)
場所:京大会館
テーマ:The self， the other and language 1: Dialogue between philosophy and 
psychology 
話題提供:英国側 Paul Standish、JanDerry (以上、ロンドン大学)他
日本側楠見孝、西平直(以上、京都大学)他
写真:シンポジウム rTheself， the other and language IJ (京大会館)
(3) W心が活きる教育ーリスク社会と幸福感』企画
安彦委員と松浦委員から企画に対して期待の寄せられた一般書『心が活きる















































































































メールで、子安 (HG B0367 5@nifty.com)までご送信いただいても結構です。いず
れの場合も、外部評価用スコアシートのコピーをしばらくお手元にお留め置きく
ださるよう、あわせてよろしくお願いします。


















年号 ユニット 区分 提出者 タイトル等
2007 A 論文 田中正之
Tanaka， M. (2007) Recognition of pictorial representations by 
chimpanzees (Pan troglodytθ's). AnimalCognition~ 10，169・179.
Tanaka， M. (2007) Development of visual preference of chimpanzees 
2007 A 論文 田中正之 (Pan troglodytes) for photographs of primates: effect of social 
experience. Primates Primates 48， 303・309.
Hirose， N.， Kihara， K.， Mima， T.， Ueki， Y.， Fukuyama， H.， & 
Osaka， N. (2007) Recovery from object substitution masking 
2007 A 論文 苧阪直行
induced by transient suppression of visual motion processing: A 
repetitive transcranial magnetic stimulation study， Journalof 
Experimental Psychology: Human Perception and Performance~ 
33， 1495-1503. 
Matsuyoshi， D.， Hirose， N.， Mima，T.， Fukuyama， H.， & Osaka， N. 
2007 A 論文 苧阪直行
(2007) Repetitive transcranial magnetic stimulation of human 
MT+ reduces apparent motion perception， Neuroscience Letters， 
429， 131・135.
Osaka， N.， Otsuka， Y.， Hirose， N.， Ikeda， T.， Mima， T.， 
Fukuyama， H.， & Osaka， M. (2007) Transcranial magnetic 
2007 A 論文 苧阪直行 stimulation (TMS) of left dorsolateral prefrontal cortex disrupts 
verbal working memory performance in human， Neurosciθ'nce 
Lett，θ'I'S， 418， 232・235.
Takahashi， S.and Sakurai， Y. (2007) Coding of spatial 
2007 A 論文 棲井芳雄
informationby soma and dendrite of pyramidal cells in the 
hippocampal CA1 ofbehaving rats. European Journalof 
Neuroscilθ'Ilce， 26， 2033-2045. 
Nomura， M.， Sakurai， Y. and Aoyagi， T. (2007) Analysis of 
2007 A 論文 棲井芳雄 multineuron activity using the kernel method. Journalof 
Robotics and Mechatronics， 19， 364-368. 
Saiki， J.， & Miyatsuji， H. (2007). Feature binding in visual 
2007 A 論文 斎木 潤 working memory evaluated by type-identification paradigm. 
Cognition， 102， 49・83.
Saito， S.， & Towse， J.N. (2007). Working memory as a construct 
2007 A 論文 替藤 智 in cognitive science: An illustrious past and a highly promising 
future. Psychologia， 50， 69-75. 
2007 A 書籍 船橋新太郎
Funahashi， S.(Ed.) (2007) "Representation and Brain" Springer 
Verlag. 
2007 A 書籍 藤田和生 藤田和生(編著)(2007)感情科学.京都大学学術出版会. 405pp. 
ジョン・ E. ブッ、ンュマン著，川崎良孝訳『民主的な公共圏としての
2007 B 翻訳書 川崎良孝 図書館:進公共哲学の時代に司書職を位置づけ持続させる』京都大
学図書館情報学研究会発行，日本図書館協会発売， 2007年11月， 277p.
Sugiman， T.， Gergen， K.， Wagner， W.， & Yamada， Y. (2007) 
2007 B 書籍 杉万俊夫 Meaning in Action Constructions~ Narra tives， and 
Representations (pp.344) ， Springer. 
76 
資料 3 
2007 C 論文 伊藤良子
『心理臨床を学ぶ-無意識に聞かれた「場」との出会い』 臨床心理学
第7巻第1号 3-7 金剛出版 2007 
2007 C 論文 伊藤良子
『箱庭療法の不思議と可能性』 臨床心理学第7巻第6号. 739・743，
金剛出版， 2007. 
2007 C 論文 斉藤直子
「大人の教育としての哲学:デ、ューイからカベルへJ 『近代教育
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